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メ
デ
ィ
カ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム
が
急
拡
大
─
ア
ジ
ア

　

ア
ジ
ア
の
医
療
産
業
は
約
80
兆
円
規
模

（
12
年
）
と
推
定
さ
れ
、
年
率
10
%
程
度

の
高
成
長
を
続
け
て
い
る
。
中
で
も
来
訪

外
国
人
患
者
の
診
療
を
主
体
と
す
る
メ
デ

ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
が
急
拡
大
し

て
い
る
。
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

世
界
市
場
規
模
は
約
10
兆
円
（
12
年
）
と

推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
観
光
収
入

な
ど
を
含
む
総
額
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
病

院
の
医
業
収
入
に
限
定
す
る
と
2
兆
円
程

度
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ア
ジ
ア
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

市
場
で
は
、
図
1
（
5
㌻
）
の
大
手
11
社

を
含
む
30
社
強
の
上
場
病
院
企
業
が
総
売

上
高
の
過
半
を
占
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
病
院
は
株
式
会
社
が
一
般

的
で
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
特
化
し
て
い
る
大
手
の
総
合
病
院
は

ほ
ぼ
例
外
な
く
株
式
を
地
場
の
証
券
市
場

に
上
場
し
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
来
訪
す

る
年
間
外
国
人
患
者
数
（
08
年
）
は
、
タ

イ
60
万
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
55
万
人
、
マ

レ
ー
シ
ア
40
万
人
、
イ
ン
ド
20
万
人
で
、

こ
の
4
カ
国
で
ア
ジ
ア
で
の
患
者
受
け
入

れ
総
数
の
90
%
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
外
貨
獲
得
な
ど
を

目
的
に
、
2
0
0
0
年
代
前
半
よ
り
国
策

と
し
て
、
税
控
除
や
外
国
人
患
者
誘
致
専

門
機
関
の
設
置
な
ど
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
諸
施
策
を
幅
広
く

実
施
し
て
い
る（
日
本
政
策
投
資
銀
行「
今

月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
12
年
3
月
22
日
）。

医
療
改
革
を
成
長
戦
略
の
柱
に（
下
）

「
株
式
会
社
参
入
規
制
」の
全
廃
を

元
広
島
国
際
大
学
教
授

岡
部
陽
二

日本の現状と問題点 解 説

　
三
井
物
産
は
2
0
1
1
年
4
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
営
投
資
会
社
カ
ザ
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
傘
下
企
業
で
大
手
病
院
な
ど

を
経
営
し
て
い
る
持
ち
株
会
社
I
H
H
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
株
式
30
％
を
取
得
す
る
と
発
表
し
た
。
取
得
価
格
は
33
億
リ
ン
ギ

ッ
ト
（
約
9
2
4
億
円
）。
三
井
物
産
は
な
ぜ
マ
レ
ー
シ
ア
に
投
資
し
、
日
本
で
は
投
資
し
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
投
資

で
き
る
対
象
の
株
式
会
社
形
態
の
病
院
が
日
本
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
上
）
で
解
説
し
た
通
り
世
界
の
情
勢
は
急
激
に
変
化
し
、
か
つ
て
は
公
的
病
院
が
主
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
で
は
株
式
会

社
形
態
の
病
院
が
3
分
の
1
を
占
め
、
米
国
で
も
株
式
会
社
形
態
の
病
院
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
な
ど
新

興
諸
国
で
は
株
式
会
社
形
態
が
主
体
で
あ
り
、
今
や
病
院
の
株
式
会
社
化
が
世
界
の
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
わ
が
国
で
は
1
9
4
8
年
に
導
入
さ
れ
た
株
式
会
社
の
参
入
規
制
が
65
年
を
経
て
も
そ
の
ま
ま
残
り
、
病
院
市

場
の
自
由
競
争
は
否
定
さ
れ
、
既
得
権
益
が
強
く
保
護
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
岩
盤
規
制
の
撤
廃
は
、
な
ぜ
か
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
の
「
成
長
戦
略
」
で
も
議
論
さ
れ
て
い
な
い
が
、
世
界
で
急
増
し
て
い
る
株
式
会
社
形
態
の
病
院
が
認
め
ら
れ
な

け
れ
ば
、
わ
が
国
の
医
療
は
競
争
力
を
失
っ
て
衰
退
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

お
か
べ・よ
う
じ　
京
大
法
卒
。57
年

住
友
銀
行（
現
三
井
住
友
銀
行
）入
行
。

国
際
金
融
部
長
、ロ
ン
ド
ン
支
店
長

な
ど
を
経
て
、88
年
専
務
。98
年
広
島

国
際
大
医
療
福
祉
学
部
教
授
。監
訳

書
に「
消
費
者
が
動
か
す
医
療
サ
ー

ビ
ス
市
場
」（
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
フ
ェ

ア
ラ
ー
ク
東
京
）な
ど
。京
都
府
出
身
。
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マ
レ
ー
シ
ア
を
本
拠
と
し
て
ア
ジ
ア
各

地
に
病
院
網
を
展
開
す
る
最
大
手
の

I
H
H
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
最
大
の
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
病
院
グ
ル
ー
プ
を
傘
下
に
収
め

た
マ
レ
ー
シ
ア
の
カ
ザ
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

が
10
年
に
設
立
、
12
年
7
月
に
ク
ア
ラ
ラ

ン
プ
ー
ル
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
上
場
さ
れ

た
。
13
年
に
は
株
式
時
価
総
額
が
1
兆
円

を
超
え
て
、
米
国
最
大
の
H
C
A
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
に
次
ぐ
時
価
総
額
世
界
第
2

位
の
上
場
株
式
会
社
病
院
に
な
っ
た
。

　

11
年
5
月
に
は
三
井
物
産
が
9
2
4
億

円
を
投
じ
て
、
最
終
的
に
I
H
H
株
式
の

26
・
6
%
を
取
得
。
I
H
H
は
こ
れ
ら
の

新
規
資
金
を
得
て
、
ト
ル
コ
の
ア

シ
バ
デ
ム
病
院
や
イ
ン
ド
の
ア
ポ

ロ
病
院
に
も
資
本
参
加
し
、
さ
ら

に
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ル
ネ
イ

に
も
医
療
拠
点
を
展
開
し
て
い
る
。

I
H
H
を
率
い
る
リ
ム
・
チ
ョ
ク

ペ
ン
社
長
は
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
病
院

で
内
科
・
心
臓
病
の
専
門
医
を
勤

め
て
い
た
医
師
で
あ
る
。

　

タ
イ
国
内
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
33

病
院
を
所
有
す
る
タ
イ
最
大
の
病

院
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
・

ド
ゥ
シ
ッ
ト
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ

ー
ビ
ス
（
B
G
H
）
は
1
9
9
1

年
に
上
場
を
果
た
し
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
雄
と
目
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
、
ア
ポ
ロ
の
両
株
式
会

社
病
院
グ
ル
ー
プ
も
、
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
注
力
し
て
急

成
長
を
続
け
て
い
る
。
4
0
0
0

人
の
医
師
を
抱
え
る
ア
ポ
ロ
病
院
グ
ル
ー

プ
は
年
間
の
心
臓
手
術
件
数
を
5
万

5
0
0
0
件
、
成
功
率
99
・
6
%
と
公
表

し
て
お
り
、
心
臓
手
術
で
は
世
界
五
指
に

入
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

医
療
法
人
が
3
分
の
2
─
日
本

　
（
上
）
で
述
べ
た
通
り
、
ド
イ
ツ
と
南

ア
フ
リ
カ
、
米
国
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
諸
国

の
医
療
市
場
に
お
け
る
営
利（
株
式
会
社
）

病
院
の
伸
長
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

諸
国
で
は
民
間
資
金
が
株
式
会
社
形
態
の

病
院
の
事
業
展
開
に
有
効
に
活
用
さ
れ
、

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
を
通
じ
て
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。

　

一
方
、
世
界
の
主
要
国
で
株
式
会
社
に

よ
る
病
院
経
営
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い

国
は
筆
者
の
知
る
限
り
、
医
師
が
病
院
経

営
を
も
支
配
し
て
い
る
わ
が
国
と
韓
国
だ

け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
韓
国
で
は
、
一
般

患
者
を
対
象
と
し
た
非
営
利
病
院
を
運
営

す
る
た
め
の
寄
付
を
優
遇
す
る
政
策
に
よ

り
、
サ
ム
ス
ン
や
現
代
と
い
っ
た
財
閥
企

業
が
自
社
の
従
業
員
福
祉
と
は
関
係
な
く
、

病
院
へ
の
資
金
投
入
を
行
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
病
院
形
態
を
概
観
す
る
と
、

図
2
（
6
㌻
）
に
示
し
た
通
り
「
医
療
法

人
」
が
全
体
の
3
分
の
2
を
占
め
、
公
的

病
院
が
19
・
2
％
、
個
人
そ
の
他
が
13
・

4
%
で
、
株
式
会
社
は
0
・
7
%
に
す
ぎ

な
い
。

　

戦
前
に
は
、
わ
が
国
に
も
株
式
会
社
形

態
の
病
院
が
存
在
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

1
9
4
8
年
に
制
定
さ
れ
た
医
療
法
が
営

利
目
的
の
病
院
設
立
を
禁
止
し
た
た
め
、

新
規
の
株
式
会
社
設
立
は
で
き
な
く
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
大
企
業
が
そ
れ
以
前
か

ら
企
業
内
の
厚
生
施
設
と
し
て
運
営
し
て

い
た
少
数
の
病
院
が
、
現
在
も
株
式
会
社

病
院
と
し
て
存
続
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

大
企
業
も
社
内
に
病
院
部
門
を
抱
え
る
必

要
性
は
薄
れ
た
の
で
、
株
式
会
社
は
02
年

に
は
61
病
院
に
減
少
、
そ
の
後
郵
政
病
院

14
病
院
が
株
式
会
社
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た

も
の
の
、
こ
れ
を
除
く
と
現
在
は
48
病
院

に
減
少
し
て
い
る
。
現
存
す
る
株
式
会
社

形
態
の
病
院
も
病
院
経
営
を
主
た
る
業
務

と
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
従
業
員
の
た

め
の
福
利
厚
生
目
的
が
主
で
あ
る
た
め
、

多
く
は
営
利
事
業
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

病
院
全
体
の
3
分
の
2
を
占
め
る
医
療

法
人
の
問
題
の
一
つ
は
、「
出
資
持
ち
分
」

の
な
い
法
人
へ
の
転
換
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
医
療
法
人
に
は
社
団
と
財
団
が

あ
る
が
、
大
多
数
は
社
団
で
あ
る
。
こ
の

社
団
に
は
「
出
資
持
ち
分
の
あ
る
法
人
」

と
「
出
資
持
ち
分
の
な
い
法
人
」
が
存
在

チンデックス・インターナショナル

〈図1〉アジアの主要上場病院（売上高10億円以上）

（出所）ブルームバーグおよび各社のアニュアルレポートを基に筆者作成　

上場病院名国名 時価総額 売上高 純利益 病院数 病床数

6784 811 204 3852811社合計

2100 240 32 5100IHHヘルスケアマレーシア

941 62 75 12000フォルティス・ヘルスケアインド

644 52 51 8300インド

449 64 1 544バムルンラード・インターナショナルタイ

257 32 3 720サミティべート病院タイ

1541 257 33 10432バンコク・ドゥシット・メディカル・サービスタイ

261 48 1 150シンガポール

194 15 2 406ヘルス・マネジメント・インターナショナルシンガポール

128 32 1 350ウィパワディ・メディカル・センタータイ

101 5 1 600インドラプラスタ・メディカル・コーポレーションインド

22222

10137

787

2158

1958

674

6324

1352

57

385

51

297 168 4 4 466中国（米国）

（注）病院・病床数以外の単位は億円。12年度の売上高順、時価総額は13年9月末。チンデックス・
インターショナルは中国で病院展開をしている米国企業。　

ラッフルズ・メディカル・グループ

アポロ・ホスピタルズ
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し
、「
持
ち
分
の
あ
る
法
人
」
が
86
・

5
%
と
圧
倒
的
な
比
率
を
占
め
て
い
る

（
12
年
10
月
時
点
）。
出
資
持
ち
分
と
は
、

そ
の
医
療
法
人
に
出
資
し
た
者
が
出
資
額

に
応
じ
て
持
つ
財
産
権
の
こ
と
を
指
す
。

　

そ
も
そ
も
、
1
9
5
0
年
の
医
療
法
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
医
療
法
人
」
に

は
、
持
ち
分
放
棄
な
ど
の
公
益
法
人
並
み

に
高
い
公
益
性
は
要
求
さ
れ
ず
、
た
だ
営

利
を
目
的
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
倫

理
観
か
ら
「
剰
余
金
の
配
当
禁
止
」
の
み

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
財
団
を

原
則
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
や
学
校
法
人

よ
り
も
規
制
が
緩
い
。
さ
ら
に
、「
持
ち

分
の
あ
る
法
人
」
に
つ
い
て
は
、
株
式
会

社
と
同
様
に
持
ち
分
の
譲
渡
が
可
能
で
、

社
員
資
格
喪
失
時
に
は
持
ち
分
の
払
い
戻

し
請
求
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
払
い
戻
し

請
求
権
の
範
囲
に
つ
い
て
も
明
確
な
規
定

は
存
在
せ
ず
、
譲
渡
益
へ
の
課
税
は
当
然

の
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
。
相
続
時
に
も

相
続
税
賦
課
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
実

体
的
に
は
持
ち
分
譲
渡
は
株
式
譲
渡
と
何

ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
形

と
し
て
は
あ
く
ま
で
医
療
法
人
で
あ
り
、

株
式
会
社
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
中
途
半

端
な
形
の
「
持
ち
分
の
あ
る
法
人
」
が
な

お
高
い
比
率
で
存
在
し
て
い
る
の
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
人
の
非
営

利
性
を
徹
底
し
て
医
業
を
安
定
的
に
継
続

さ
せ
る
観
点
か
ら
、
07
年
の
医
療
法
改
正

で
「
持
ち
分
の
あ
る
法
人
」
の
新
設
は
認

め
ら
れ
な
く
な
り
、
既
存
の
法
人
も
「
持

ち
分
の
な
い
法
人
」
へ
の
転
換
が
勧
奨
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
定
期
限

内
に
転
換
を
強
制
す
る
政
策
は
と
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
転
換
は
一
向
に
進
ん
で
い

な
い
。「
持
ち
分
の
な
い
法
人
」
へ
の
移

行
に
は
、
単
に
持
ち
分
を
放
棄
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
税
制
面
で
の
優

遇
や
業
務
範
囲
の
拡
大
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
る
「
特
定
医
療
法
人
」
か

「
社
会
医
療
法
人
」
へ
の
移
行
が
一
般
的

で
あ
る
。
こ
の
2
法
人
形
態
へ
移
行
し
た

病
院
数
は
図
2
に
掲
げ
た
通
り
5
3
7
法

人
と
、
い
ま
だ
に
医
療
法
人
病
院
の
1
割

弱
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
配
当
禁
止
以
外
に
非
営

利
性
を
担
保
す
る
仕
組
み
の
な
い
「
持
ち

分
の
あ
る
法
人
」
は
、
非
営
利
の
「
社
会

医
療
法
人
」
か
、
営
利
の
株
式
会
社
へ
の

即
時
転
換
を
強
制
す
べ
き
と
筆
者
は
考
え

る
。

　

医
療
法
人
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
問
題

は
、
多
く
の
医
療
法
人
が
併
設
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の

存
在
で
あ
る
。
医
療
法
人
と
は
別
に
株
式

会
社
を
設
立
し
、
医
療
機
材
な
ど
の
購
買

や
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
な
ど
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
会
社
に
利
益
を
落
と
し
、

配
当
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
医
療
法
人
に
代

わ
っ
て
、
出
資
者
一
族
が
こ
の
ダ
ミ
ー
会

社
か
ら
配
当
そ
の
他
の
名
目
で
利
益
を
吸

い
上
げ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
例
え
ば
今
回
、

前
東
京
都
知
事
へ
の
資
金
提
供
で
問
題
と

な
っ
た
医
療
法
人
「
徳
洲
会
」
グ
ル
ー
プ

は
株
式
会
社
「
徳
洲
会
」（
社
長
は
徳
田

虎
雄
前
理
事
長
の
長
女
、
06
年
の
年
商

6
4
2
億
円
）
を
設
立
し
、
さ
ら
に
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
サ

ー
ビ
ス
」（
I
H
S
）
と
い
う
不
動
産
管

理
や
医
療
機
器
販
売
の
仲
介
を
業
と
す
る

株
式
会
社
を
一
族
で
所
有
し
て
い
る
。
能

宗
克
行
元
事
務
総
長
は
I
H
S
か
ら

3
0
0
0
万
円
を
着
服
し
た
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
。
今
回
の
資
金
提
供
が
こ
れ
ら
の

会
社
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
政
治
資
金

に
つ
い
て
も
グ
ル
ー
プ
病
院
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
十
分
に
機
能
し
得
る
組
織
で
あ

る
。

　

医
療
法
人
に
株
式
会
社
を
併
設
し
て
医

療
法
人
病
院
の
利
益
を
吸
い
上
げ
、
一
族

に
配
分
す
る
仕
組
み
は
医
療
業
界
の
常
識

で
あ
っ
て
、
徳
洲
会
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
配
当
禁
止
の
抜
け
道
は
、

医
療
法
人
の
出
資
者
に
よ
る
関
連
事
業
の

株
式
会
社
設
立
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
か
、

医
療
法
人
の
株
式
会
社
化
に
よ
っ
て
解
決

す
べ
き
で
あ
る
。

株
式
会
社
解
禁
へ
向
け
て

　

こ
の
株
式
会
社
参
入
禁
止
の
岩
盤
規
制

〈図2〉日本の形態別病院数
70年 99年 02年 05年 08年 11年 12年

1989 1869 1843 1785 1718 1653 1644（19.2）公的病院

0 248 349 374 412 503 537（6.2）
うち
特定医療法人
特別医療法人
社会医療法人
の合計

140 68 61 55 69 62 62（0.7）株式会社

3756 2020 1750 1491 1279 1178 1150（13.4）個人その他

2089 5299 5533 5695 5728 5712 5709（66.7）医療法人

7974 9286 9187 9026 8794 8605 8565総数

（注）カッコ内は構成比、単位は％。各年10月1日現在　
（出所）厚生労働省「医療施設調査・病院報告」「種類別医療法人数の年次推移」を基に筆者作成
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を
改
め
る
べ
く
、
02
年
12
月
に
は
当
時
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
株
式
会
社
形
態
の

病
院
を
全
面
的
に
解
禁
す
べ
き
と
の
答
申

を
行
っ
た
。
こ
の
答
申
は
、「
多
様
化
す

る
消
費
者
・
生
活
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
株
式
会
社
と
い

う
経
営
形
態
の
有
す
る
メ
リ
ッ
ト
（
①
資

金
調
達
の
円
滑
化
・
多
様
化
、
②
経
営
の

近
代
化
・
効
率
化
、
③
投
資
家
か
ら
の
厳

格
な
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）
に
着
目
し
、
こ
れ

ら
の
（
医
療
・
教
育
）
分
野
に
つ
い
て
も

株
式
会
社
の
参
入
を
認
め
、
多
様
な
経
営

主
体
を
市
場
参
加
・
競
争
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
質
の
良
い
サ
ー
ビ

ス
が
幅
広
く
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」

と
明
快
に
提
言
し
て
い
る
（
経
済
財
政
諮

問
会
議
提
出
資
料
「
医
療
・
教
育
分
野
等

へ
の
株
式
会
社
の
参
入
に
つ
い
て
」
宮
内

義
彦
、
02
年
12
月
13
日
）。

　

こ
れ
を
受
け
て
04
年
10
月
に
は
、
構
造

改
革
特
別
区
域
法
の
改
正
に
よ
り
、
6
種

の
高
度
な
医
療
に
つ
い
て
特
区
内
で
の
株

式
会
社
病
院
な
ど
の
開
設
が
可
能
と
な
っ

た
も
の
の
、
業
務
範
囲
と
地
域
が
限
ら
れ

た
う
え
に
、
特
区
で
は
公
的
医
療
保
険
の

適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
に
、
特
区
で

の
株
式
会
社
病
院
設
立
は
皆
無
で
、
株
式

会
社
の
参
入
禁
止
原
則
は
実
体
的
に
は
何

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

前
述
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
提
言
は
、

株
式
会
社
参
入
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
問
題
点
と
し
て
、
①
多
額
の
役
員

報
酬
や
関
係
会
社
（
医
薬
品
や
医
療
材
料

の
販
売
、
機
器
の
リ
ー
ス
、
土
地
や
建
物

の
賃
貸
な
ど
）
を
経
由
し
た
実
質
的
な
利

益
配
当
が
行
わ
れ
る
な
ど
、「
非
営
利
原

則
」
が
形
骸
化
し
て
い
る
②
医
療
機
関
の

経
営
状
況
が
悪
化
し
、
情
報
不
足
な
ど
医

療
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
患
者
の
不
満

も
高
ま
っ
て
い
る
─
こ
と
を
特
に
指
摘
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
株
式
会
社
形
態
の
病
院

の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
資
金
調
達
手
段

の
円
滑
化
・
多
様
化
で
あ
る
。
産
業
界
に

は
2
0
0
兆
円
を
超
え
る
投
資
先
を
求
め

る
余
剰
資
金
が
滞
留
し
て
い
る
が
、
株
式

会
社
を
認
め
な
い
病
院
産
業
に
は
投
資
で

き
な
い
。
異
業
種
か
ら
の
資
金
を
株
式
会

社
病
院
に
投
入
す
れ
ば
、
病
院
の
近
代
化

や
専
門
病
院
の
機
能
高
度
化
、
先
端
医
療

技
術
の
輸
出
産
業
化
、
外
国
か
ら
の
患
者

を
大
量
に
受
け
入
れ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
振
興
な
ど
、
公
的
医
療
保
険
の

枠
に
縛
ら
れ
な
い
医
療
の
産
業
化
を
一
挙

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
成
長
戦

略
の
大
き
な
柱
と
な
る
。

　

第
二
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
病
院
の
集
約

化
・
流
動
化
で
あ
る
。
わ
が
国
の
病
院
・

病
床
数
は
人
口
比
で
世
界
一
多
い
が
、
既

得
権
化
し
て
い
る
た
め
に
、
新
規
参
入
も

退
出
も
少
な
く
、
地
域
偏
在
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に

は
、
株
式
会
社
化
す
る
こ
と
で
合
併
・
買

収
を
自
由
に
し
て
、
広
域
経
営
を
可
能
に

す
る
の
が
捷

し
ょ
う

径け
い

で
あ
る
。

　

第
三
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ド
イ
ツ
や
米
国

で
見
ら
れ
る
よ
う
な
公
立
病
院
の
民
営
化

に
貢
献
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
公
務
員
制

度
に
縛
ら
れ
て
効
率
的
な
経
営
が
で
き
な

い
自
治
体
病
院
や
経
営
不
振
の
大
学
病
院

な
ど
を
株
式
会
社
に
売
却
・
経
営
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
で
き
る
ケ
ー
ス
は

い
く
ら
で
も
あ
ろ
う
。

　

わ
が
国
で
は
、
医
療
は
特
殊
な
分
野
で

あ
っ
て
、
ほ
か
の
一
般
の
消
費
者
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
に
市
場
原
理
に
は
馴な

染じ

ま
な
い

の
で
競
争
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
と

の
主
張
が
医
師
会
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
金
儲も

う

け
の
た
め

に
医
療
を
施
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
理

念
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
市

場
原
理
」
に
対
す
る
誤
解
で
あ
る
。
市
場

競
争
は
供
給
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
弱
肉
強

食
と
な
る
面
も
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、

利
用
者
の
側
か
ら
み
る
と
、
供
給
者
間
で

対
等
の
競
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
選

択
肢
が
広
が
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
望
ま

し
く
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
淘と

う

汰た

さ
れ
、
満
足

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
る
。
こ
の
よ
う
な

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
高
品
質
と
効
率
性
追
求

の
経
営
が
な
ぜ
医
療
分
野
に
だ
け
は
通
用

し
な
い
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

従
来
の
医
療
供
給
の
仕
組
み
は
、
営
利

企
業
の
排
除
を
筆
頭
に
、
病
床
数
の
規
制

や
混
合
診
療
の
原
則
禁
止
に
よ
る
新
規
自

由
診
療
の
抑
制
な
ど
、
と
に
か
く
新
規
参

入
を
規
制
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参

入
規
制
は
原
則
撤
廃
し
て
、「
倫
理
性
の

高
い
善
意
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
け
れ
ば
競

争
に
よ
り
淘
汰
さ
れ
る
」
と
い
う
リ
ス
ク

を
病
院
に
与
え
る
方
が
、
仕
組
み
と
し
て

は
る
か
に
優
れ
て
い
る
。
医
療
に
は
情
報

の
非
対
称
性
が
大
き
い
こ
と
が
規
制
の
根

拠
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
や
診
療
情
報
の

公
開
を
義
務
付
け
る
な
ど
の
方
法
で
対
応

す
る
の
が
筋
で
あ
る
。

　

非
営
利
病
院
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、

行
動
基
準
と
し
て
の
非
営
利
性
を
担
保
す

る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
米
国
の

病
院
の
よ
う
に
法
人
所
得
税
を
免
除
す
る

代
わ
り
に
売
り
上
げ
の
30
%
は
慈
善
医
療

に
充
て
る
べ
し
と
い
っ
た
条
件
を
課
す
こ

と
で
あ
る
。
一
方
、
株
式
会
社
に
し
て
配

当
す
れ
ば
、
配
当
分
だ
け
医
療
費
が
膨
ら
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む
と
い
う
理
解
は
正
し
く
な
い
。
配
当
コ

ス
ト
は
金
利
コ
ス
ト
に
相
当
す
る
資
本
調

達
の
た
め
の
費
用
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、

株
式
は
利
益
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
配
当
を

支
払
う
必
要
が
な
い
の
で
、
病
院
に
と
っ

て
は
リ
ス
ク
フ
リ
ー
の
資
金
で
あ
る
（
八

代
尚
宏　

01
年
「
規
制
改
革
と
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
市
場
」〈
高
齢
者
医
療
・
介

護
経
営
〉）。

　

日
本
医
師
会
は
既
得
権
に
し
が
み
つ
い

て
新
規
の
参
入
排
除
に
懸
命
の
努
力
を
続

け
て
い
る
が
、
株
式
会
社
形
態
の
病
院
の

実
現
を
心
底
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
医
師

も
多
い
。
東
京
・
八
王
子
で
北
原
国
際
病

院
を
経
営
し
て
い
る
北
原
茂
実
医
師
が
11

年
1
月
に
出
版
し
た
「『
病
院
』
が
ト
ヨ

タ
を
超
え
る
日
」（
講
談
社
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
新
書
）
で
説
い
て
い
る
の
は
、
医
療

の
産
業
化
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
病

院
を
株
式
会
社
化
し
て
顧
客
が
病
院
を
選

択
し
、
病
院
側
が
経
営
努
力
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
、
北
原
医
師
は
明
確
に
述

べ
て
い
る
。
11
年
12
月
に
北
原
医
師
を
招

い
て
東
京
大
学
で
行
わ
れ
た
講
演
会
は
、

医
療
の
市
場
化
・
産
業
化
に
期
待
を
寄
せ

る
大
勢
の
医
学
生
で
溢あ

ふ

れ
、
熱
気
が
こ
も

っ
て
い
た
。




